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開館時間／9:30 ～17:00（入館は16:30まで）
入 館 料／一般 300 円・高校生 200 円・小中学生100 円　町民無料　他割引あり　
休 館 日／毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
主　　催／洞爺湖芸術館　　協力／洞爺湖芸術館友の会
後　　援／北海道新聞社伊達支局、室蘭民報社、伊達信用金庫、公益財団法人道銀文化財団

森羅万象
《限定入館日があります》
7月 18 日（月・祝）はヴァイオリンコンサート開催の為、事前予約の方のみの入館となります。ご了承ください。



○プロフィール
1934 年北海道帯広市生まれの現在倶知安町在住の画家。

1967　第 9回麓彩会展出品・小川原脩記念美術館（倶知安町）
1978　第 1回北海道現代美術展・北海道立近代美術館（札幌市）
1983　北方のイメージ　北海道の美術 83・北海道立近代美術館（札幌市）
1992　北海道今日の美術「10 人の原自然」・北海道立近代美術館（札幌市）
1994　神田日勝と 1960 年代の美術・神田日勝記念館（鹿追町）
2001　「風景の向こうに」・北海道立釧路芸術館（釧路市）
2002　「麓彩会の作家たち・徳丸滋展」・小川原脩記念美術館（倶知安町）
2005　特別企画展「徳丸滋の世界」・神田日勝記念館（鹿追町）
2009　「徳丸滋展」・小川原脩記念美術館（倶知安町）
2011　「徳丸滋・掌の作品展」・神田日勝記念美術館（鹿追町）
　　　「十勝の美術クロニクル」・北海道立帯広美術館（帯広市）
　　　「徳丸滋展・ニセコアンヌプリの風」洞爺湖芸術館（洞爺湖町）
2021　「北海道に渡った徳丸三世代展」・金津創作の森美術館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福井県あわら市）

洞爺湖芸術館夏特別展

徳丸滋展 森羅万象
　徳丸滋は1934年北海道帯広市生まれの現在倶知安町在住の画家です。独学で絵画を学び、
銀行員から画家へ転身し現在に至ります。「自然と一つになりたい。」そう語る徳丸は1979 年
に倶知安町に移住しアトリエを構え、眼前に広がる木々や花などの植物、動物や小さな昆虫
に至るまでこの世の命あるもの全てに斉しい眼差しを向け、それらを精緻に描き続けています。
作品は北国の静けさ・空気の軽やかさなどの情調を備えており、彼が北海道という土地に生
まれてから心身ともに大地に深く根ざし表現してきたことが分かります。
　洞爺湖芸術館では過去2011年に一度、特別展を開催しました。地域に開かれた美術館の
あり方について地域住民が一丸となって模索していた頃です。住民たちが展覧会を企画し、
作家と共に展示を準備し、そして開き迎える―まちの小さな美術館の洞爺湖芸術館で住民中
心のその後の友の会による運営（2013-2018 年）の素地となる企画となりました。今回の展
覧会では、洞爺湖芸術館でのこれまでの功績に敬意を表し、初期の作品から近年の作品に
見られるマンダラをテーマにした作品、そして集大成といえる大作《NISEKO MANDALA》シ
リーズ３作品を初めて一斉公開します。眼前に広がる生彩に富む洞爺湖と共に徳丸滋の描く

生命の世界をお楽しみください。
アトリエにて（2022 年）

関連イベント

■ヴァイオリンコンサート
申込みは7/1（金）～
演　奏：齋藤真知亜氏・律子氏
開催日：7/18（月・祝）
時　間：①13：00 ～（開場12：30）／ ②16：00 ～（開場15：30）
定　員：①、②それぞれ 30 名　　　参加費：無料（入館料のみ）
備　考：コンサート当日は予約者のみ入館できます

■特別展ワークショップ「身近な生き物を一緒に描こう」　
身近なところにある生き物をじっくり観察し徳丸さんと一緒に絵にし
よう。絵は額装して部屋に飾って楽しみましょう。
講　師：徳丸滋氏
開催日：7/30（土）
時　間：①10：00 ～ 12：00 ／②14：00 ～ 16：00
定　員：①、②それぞれ 5名　　　参加費：1,500 円

■特別展トークショー「特別展を語る」
スピーカー：徳丸滋氏
開　催　日：8/13（土）　　時　間：13：30 ～　
参　加　費：無料　　　　　定　員：20 名

■特別展体験企画
　「《NISEKO MANDALA》をオリジナルグッズにして持ち帰ろう」
マンダラ三部作にはたくさんの植物や生き物たちが描かれています。
好きな場面を缶バッジ（2個）、しおりや封筒にしてお土産にしませんか。
参加費：1回 300 円
期　間：特別展期間中
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1《NISEKO MANDALA Animals》（2020）／ 2《NISEKO MANDALA Plants》（2021）／ 3《NISEKO MANDALA Insects》（2022）／ 4《ノラニンジン》（2022）／ 5《森》（2022）


